






































































































る句読点を無視する。例えば「The box, which I 











































































た単語が「Shortest Phrase to Match」の値以上
になったとき、一致したフレーズを検出したこと
になり、その一致したフレーズに含まれる単語の


































部分が「Yes or No」と「No or Yes」と語順を
入 れ 替 え て あ り、 末 尾 が「WCopyFind」 と
「WcopyFind」と「C」の大文字・小文字が異な
っているため、一致していない。この間の「When 
checked this parameter causes」も両文書で共通
だが、単語数が５で「Shortest Phrase to Match」
の６より小さいため、一致と見なされていない。














と に よ り、「WCopyFind」 と「WcopyFind」 が
一致していると見なされたことがわかる。同時に、
こ れ ら が 同 一 視 さ れ た こ と に よ り、「When 
checked this parameter causes」の５語も、一致
したフレーズの一部として勘定されている。
　図５は、「Ignore Letter Case」は指定せず、
代わりに「Shortest Phrase to Match」の値を５
に減らしたときの「Side-by-Side」画面である。
　図５では、大文字・小文字の区別をしているた
め に、「WCopyFind」 と「WcopyFind」 が 一 致












































図３　 Side-by-Sideの比較画面（上がFile L、下がFile R）
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図４　 Side-by-Sideの比較画面（「Ignore Letter Case」設定後）




























た め の ヒ ン ト を 与 え て く れ る ツ ー ル と し て
WCopyFindを捉えておくことを確認しておきたい。
引用文献
Bloomfield, Lou  2011  Software to Detect 
Plagiarism 
< http://plagiarism.bloomfieldmedia.com/
z-wordpress/software/> （January 16, 2016）
25
